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 局 別 審 査 

 

１ ふじい 芳 明 委員（立国フ） 

 

１ 水素エネルギー社会の早期普及と促進強化について 

（１）水素ステーションの普及の目標と進め方について伺いたい。 

（２） 水素ステーション１か所あたり20台というのは十分な台数と思うか伺いたい。 

（３）本市も燃料電池バスやトラックを含めた車の導入の補助を行うことが必要と 

考えるが、見解を伺いたい。 

（４） 循環型社会構築に貢献できる取組を本市でも積極的に実施すべきと考えるが、

見解を伺いたい。 

（要望）水素の利活用は本市が目指す Zero Carbon Yokohama の達成に向けて非常に

重要な取組であり、より一層の推進を要望する。 

 

２ ＣＯ２削減に向けた再エネ施策の実現について 

（１）今後の再生可能エネルギーの導入について伺いたい。 

（２） 再生可能エネルギーへの拡大の取組にはグランドデザインが必要と考えるが、

見解を伺いたい。 

（３）地産地消はどのようなものを検討しているのか伺いたい。 

（要望）再生可能エネルギーの拡大は Zero Carbon Yokohama を達成する上で、必要

不可欠であり、エネルギーの地産地消という観点での取組を強く要望する。 

 

３ ブルーカーボン事業の活動強化について 

（１）ＣＯ２削減という視点を踏まえた横浜ブルーカーボン事業の具体的な活動内

容について伺いたい。 

（要望）今後も、ブルーカーボン事業を民間企業や市民の方々と連携を図り、取組

を進めていただくことを要望する。 
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４ ライトダウンやクールチョイスによる取組強化について 

（１）ライトダウンを本市でも今まで以上に積極的に推進すべきと考えるが、見解

を伺いたい。 

（２）クールチョイスに関するこれまでの取組について伺いたい。 

（３）省エネを推進するための動機付けの手法について伺いたい。 

（要望）経済的なインセンティブの活用も含め、様々な手法を通じ、家庭部門から

温室効果ガスの排出量を削減することに一層取り組んでいただくことを要望

する。 

 

５ ヨコハマＳＤＧｓデザインセンターが取り組むバイオ燃料地産地消プロジェク

トの拡大について 

（１）プロジェクトの概要とこれまでの取組実績について伺いたい。 

（２）プロジェクトの取組と今後の展開について伺いたい。 

（要望）ＳＤＧｓ未来都市そして Zero Carbon Yokohama の実現に向け、ＳＤＧｓデ

ザインセンターが企業等と連携し取組をますます拡大していくことを要望す

る。 
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２ 久 保 和 弘 委員（公明党） 

 

１ 次世代自動車を活用した災害時の電力確保について 

（１）次世代自動車を災害時に活用する利点について伺いたい。 

（２）次世代自動車による電力確保に関する今後の見通しについて伺いたい。 

（要望）今後の大災害に備え、関係局及び関連企業が連携強化しながら、今まで以

上に電力確保に取り組んでいただくことを要望する。 

 

２ 再生可能エネルギーの拡大について 

（１）市域内の電力を全て再生可能エネルギーに転換するにあたっての課題につい

て伺いたい。 

（２）再生可能エネルギー電力の需要家拡大のための取組について伺いたい。 

（要望）2050年の脱炭素化に向けてカギとなる再生可能エネルギーの拡大を、一層

力強く進めていただくことを要望する。 

 

３ 脱炭素に向けたブルーカーボンの推進について 

（１）横浜ブルーカーボン事業の狙いについて伺いたい。 

（２）横浜ブルーカーボン事業の拡大に向けた考え方について伺いたい。 

（要望）横浜ブルーカーボン事業の拡大に、精力的に取り組んでいただくことを要

望する。 
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３ 大 貫 憲 夫 委員（共産党） 

 

１ 地球温暖化対策実行計画について 

（１）地球温暖化対策実行計画推進の考え方について伺いたい。 

（２）地球温暖化対策実行計画における温室効果ガス排出削減の短中期目標の2020

年度における達成状況について伺いたい。 

（３）残り1.1％削減の達成見込みについて伺いたい。 

（４）1.1％削減に向けて、市民に協力を求める覚悟について伺いたい。 

（５）削減目標を達成するために何らかの取組が必要だと思うが見解を伺いたい。 

（６）市域内における分散型電源の短中期目標の2020年度の達成状況について伺い

たい。 

（７）目標達成に向けた具体的な取組について伺いたい。 

（８）分散型電源の分類及び再生可能エネルギーの達成状況について伺いたい。 

（９）残り１年間での目標達成に向けた見込みについて伺いたい。 

 

２ 再生可能エネルギーの普及について 

（１）太陽光発電の位置づけが非常に弱いと思うが見解を伺いたい。 

（２）川崎市の太陽光発電への補助の内容について伺いたい。 

（３）本市における太陽光発電への補助の実施状況について伺いたい。 

（４）本市における太陽光発電への補助の考え方について伺いたい。 

（５）太陽光発電への補助を行っていないことが目標の未達成につながっていると

思うが見解を伺いたい。 

（６）既存住宅に対する太陽光発電の補助の有無について伺いたい。 

（７）既存住宅に対する補助は平成26年度に中止したのか伺いたい。 

（８）既存住宅に対する太陽光発電設備単体での補助が必要と考えるが見解を伺い

たい。 

（９）温暖化対策統括本部に補助の予算をつけるべきと考えるが見解を伺いたい。 
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（10）現在の施策で結果が出ていない状況なので、補助の予算をつけるべきと考え

るが見解を伺いたい。 
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４ 山 本 たかし 委員（自民党） 

 

１ 温暖化対策について 

（１）温暖化対策統括本部を設置したねらいと今後の役割について伺いたい。 

（２）民間事業者をどのように支援していくのか伺いたい。 

（３）市民や事業者をどのように巻き込んでいくのか伺いたい。 

（４）バーチャルパワープラント構築事業の展望について伺いたい。 

（５） 市役所の電力の再生可能エネルギーへの率先切替の進め方について伺いたい。 

（６）大規模開発については計画段階からの温暖化対策の視点が必要だと思うが、

見解を伺いたい。 
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